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驚愕！老朽施設建替え830億円
高層マンション計画の余裕なし

全
国
的
に
公
共
施
設
の
老
朽
化

60
年
代
後
半
か
ら
80
年
代
前
半

の
高
度
経
済
成
長
期
は
、
全
国
的

に
急
激
な
都
市
化
が
進
み
、
人
口

の
増
加
と
併
せ
て
、
学
校
や
道
路
、

橋
り
ょ
う
、
上
下
水
道
な
ど
の
公

共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
が
一
斉
に
整

備
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
公
共

施
設
の
多
く
が
30
年
以
上
を
経
過

し
、
今
後
は
一
斉
に
老
朽
化
し
て
、

建
替
え
や
修
繕
と
い
っ
た
更
新
が

必
要
な
時
期
が
集
中
し
て
訪
れ
る

と
い
う
。
一
方
で
、
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
が
進
み
、
国
・
地
方

自
治
体
の
財
政
状
況
は
一
層
厳
し

く
な
っ
て
る
。

築
30
年
以
上
は
全
体
の
半
数

建
替
え
費
用
は
8
3
0
憶
円

資
金
不
足
を
理
由
に
、
老
朽
施

設
を
放
置
す
れ
ば
施
設
の
破
損
、

橋
の
崩
落
、
水
道
管
の
破
裂
な
ど

市
民
生
活
の
安
全
や
安
心
が
脅
か

さ
れ
、
将
来
市
民
に
重
大
な
影
響

が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

市
内
の
公
共
施
設
で
30
年
以
上
経

過
し
た
施
設
は
老
朽
化
が
進
み
建

替
え
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら

施
設
全
体
の
割
合
は
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
等
の
処
理

施
設
を
除
い
て
も
、
延
床
面
積
換

算
で
50
％
前
後
に
及
び
、
建
物
の

耐
用
年
数
を
標
準
的
な
60
年
（
建

設
後
15
年
で
修
繕
、
30
年
で
大
規

模
改
修
、
45
年
で
修
繕
、
60
年
で

建
替
え
）
と
仮
定
し
、
耐
用
年
数

経
過
後
に
現
在
と

同
じ
床
面
積
等
で

更
新
す
る
こ
と
を

前
提
条
件
と
し
て
、

改
修
や
建
替
え
に

係
る
費
用
を
算
出

し
た
と
こ
ろ
、
今

後
30
年
間
に
総
額

で
約
8
3
0
億
円
、

年
間
平
均
で
28
億

円
が
必
要
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
と

の
こ
と
。

財
政
的
に

非
常
に
困
難

「
公
共
施
設
保
全

計
画
基
本
方
針
の

概
要
」
に
よ
る
と
、
現
在
、
建
物

に
係
る
公
共
施
設
整
備
に
要
す
る

経
費
は
毎
年
10
億
円
程
度
（
一
般

財
源
の
ほ
か
、
地
方
債
、
国
支
出

金
を
含
む
）
が
充
て
ら
れ
て
い
る

が
、
今
後
、
公
共
施
設
の
修
繕
、

大
規
模
改
修
、
更
新
（
建
替
え
）

の
整
備
費
用
が
30
年
間
に
わ
た
っ

て
毎
年
30
億
近
く
必
要
と
な
る
予

測
。
一
方
で
年
々
社
会
保
障
費
が

増
加
す
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

大
変
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
、

現
状
の
10
億
円
を
今
後
も
引
き
続

き
公
共
施
設
整
備
に
充
て
ら
れ
る

か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
し
、
老
朽

化
対
策
費
と
し
て
毎
年
30
億
円
を

確
保
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な

状
況
だ
と
い
う
。

三
島
市
庁
舎
は
県
下

古

三
島
市
に
取
っ
て
は
老
朽
化
し

た
市
庁
舎
の
建
替
え
が
急
務
だ
、

昭
和
35
年
に
建
て
ら
れ
、
す
で
に

築
60
年
が
経
過
し
、
補
強
に
次
ぐ

補
強
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
県
下

で
も

も
古
い
市
庁
舎
と
み
ら
れ

て
い
る
。
更
に
ゴ
ミ
焼
却
炉
、
上

下
水
道
施
設
の
施
設
更
新
等
の
差

し
迫
っ
た
問
題
が
あ
り
、
１
円
た

り
と
も
無
駄
な
支
出
は
避
け
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
当
然
、
身
の
丈
に

合
っ
た
財
政
の
適
正
運
用
が
求
め

ら
れ
る
。

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
に

廻
す
財
源
な
ど
な
い
は
ず

豊
岡
市
政
は
こ
の
よ
う
な
状
況

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
総
事
業

▼
三
島
市
街
の
用
水
に

も
蛍
が
舞
い
始
め
た
。

街
の
用
水
で
は
蛍
を
見

る
こ
と
は
絶
え
て
久
し

か
っ
た
が
、
こ
こ
十
数
年

再
び
華
麗
な
瞬
き
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
三
島
湧
水

会
や
三
島
ホ
タ
ル
の
会
の
方
々
の

努
力
も
あ
る
が
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の

放
流
が
始
ま
り
、
次
第
に
そ
の
数

が
増
え
て
き
て
い
る
。
▼
今
の
温
水

地
が
あ
る
場
所
は
か
つ
て
四
つ
川
と

呼
ば
れ
、
源
平
川
が
幾
筋
か
の
小

川
に
分
か
れ
、
中
郷
地
区
の
水
田

を
潤
し
て
い
た
。
そ
こ
は
蛍
の
名
所

で
、
五
月
か
ら
六
月
に
は
た
く
さ

ん
の
蛍
が
飛
び
交
い
、
足
元
の
草
む

ら
か
ら
飛
び
出
す
蛍
を
団
扇
で
落

と
し
、
捕
ま
え
て
蛍
篭
に
入
れ
て
持

ち
帰
っ
た
も
の
だ
。
▼
そ
の
場
所
が

温
水
地
に
か
わ
り
、
工
場
の
進
出

に
よ
っ
て
源
平
川
の
水
量
が
減
り

生
活
排
水
が
流
れ
、
川
の
自
浄
能

力
が
減
少
し
た
。
ホ
タ
ル
の
住
む
環

境
が
無
く
な
り
１
９
６
０
年
代
後

半
に
は
三
島
の
川
か
ら
蛍
は
い
な

く
な
っ
た
。
▼
蛍
の
一
生
は
、
先
ず

川
岸
の
苔
に
産
卵
す
る
。
孵
化
し
、

水
中
で
カ
ワ
二
ナ
を
食
べ
て
育
つ
。

幼
虫
は
何
回
か
の
脱
皮
を
繰
り
返

し
、
五
月
初
め
に
川
岸
の
土
に
穴

を
作
り
、
潜
っ
て
蛹
に
な
る
。
そ
れ

を
泥
繭
と
い
う
。
五
月
の
中
旬
繭

か
ら
成
虫
に
羽
化
し
、
川
岸
の
葦

な
ど
の
草
に
止
ま
っ
て
光
り
な
が
ら

舞
う
よ
う
に
な
る
。
▼
昔
は
川
岸

は
土
手
で
あ
っ
た
の
が
、
今
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い
て
、
泥
繭

を
作
る
の
も
難
し
く
な
っ
た
。
三
島

市
で
は
五
月
の
初
旬
に
全
市
的
に

河
川
の
清
掃
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
田
植
え
の
た
め
の
水
路
の
確
保

が
主
な
目
的
で
あ
る
が
、
そ
の
時
期

は
蛍
が
羽
化
す
る
最
終
段
階
に
重

な
っ
て
し
ま
う
。
清
掃
を
一
生
懸
命

に
や
れ
ば
蛹
は
潰
さ
れ
、
羽
化
し

た
時
に
止
ま
る
川
岸
の
草
木
も
な

く
な
っ
て
し
ま
う
。
自
然
の
ま
ま
の

蛍
を
大
事
に
す
る
な
ら
、
清
掃
時

期
の
調
整
が
必
要
で
は
な
い
か
。
▼

今
年
も
蛍
が
桜
川
の
下
流
で
あ
る

法
華
寺
裏
側
の
用
水
に
飛
び
始
め

た
。
こ
れ
も
流
域
の
方
々
が
気
を
つ

け
て
対
処
し
て
い
る
賜
物
で
あ
る
。

一
号
線
バ
イ
パ
ス
北
側
の
温
水
地
の

入
口
付
近
は
奇
麗
に
清
掃
が
行
き

届
き
す
ぎ
て
今
年
は
蛍
の
発
生
が

難
し
い
よ
う
だ
。

10
連
休
は
令
和
改
元
と
天
皇
即

位
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
だ
っ
た
。
何

よ
り
驚
い
た
の
は
マ
ス
コ
ミ
挙
げ

て
、
５
月
１
日
か
ら
新
し
い
時
代

が
は
じ
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
バ
カ

騒
ぎ
と
新
天
皇
の
祝
賀
だ
。
生
活

保
護
申
請
過
去

大
、
実
質
賃
金

７
年
連
続
下
落
、
年
金
給
付
は
下

げ
っ
ぱ
な
し
、
つ
い
に
75
歳
受
給

と
言
い
出
す
始
末
…
。
改
元
し
た

か
ら
何
か
い
い
こ
と
が
あ
る
の
か
。

昭
和
天
皇
の
戦
争
責
任
に
つ
い

て
は
、
ま
だ
議
論
が
あ
り
決
着
が

つ
い
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
イ
ッ

セ
ー
尾
形
が
天
皇
を
怪
演
し
た
06

年
の
ロ
シ
ア
映
画
「
太
陽
」
に
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
進
駐
前
に
御
所
に
飾
っ
て

い
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
胸
像
を
隠
す
シ
ー

ン
が
あ
っ
た
。
昭
和
天
皇
は
明
ら

か
に
戦
後
変
貌
を
遂
げ
た
。

平
成
天
皇
は
慰
霊
の
旅
と
被
災

地
見
舞
い
に
終
始
し
、
戦
争
が
な

か
っ
た
こ
と
を
唯
一
の
時
代
の
意

義
と
し
、
憲
法
を
守
る
と
発
言
し
、

安
倍
の
強
権
政
治
に
利
用
さ
れ
ま

い
と
し
た
節
が
あ
る
。
04
年
の
園

遊
会
で
、
将
棋
の
米
長
名
人
が

「
全
て
の
学
校
で
国
歌
を
斉
唱
さ

せ
る
こ
と
が
私
の
仕
事
で
ご
ざ
い

ま
す
」
と
話
し
か
け
た
と
き
、

「
強
制
に
な
ら
な
い
こ
と
が
望
ま

し
い
で
す
ね
」
と
応
じ
た
。
む
し

ろ
護
憲
派
の
一
部
は
天
皇
を
安
倍

改
憲
へ
の
砦
に
期
待
す
る
向
き
す

ら
あ
る
。

改
元
、
天
皇
祝
賀
に
一
番
熱
心

な
の
は
日
本
会
議
の
実
働
部
隊
と

い
わ
れ
る
神
社
本
庁
で
あ
る
。
全

国
８
万
社
の
ほ
と
ん
ど
を
傘
下
に

加
え
、
櫻
井
よ
し
こ
の
改
憲
署
名

を
行
い
、
上
関
原
発
に
反
対
し
た

四
代
八
幡
宮
の
神
主
を
辞
め
さ
せ

る
な
ど
神
職
の
人
事
権
に
介
入
、

建
国
記
念
パ
レ
ー
ド
を
展
開
、
靖

国
神
社
を
後
押
し
し
て
い
る
。

個
人
的
に
は
神
社
大
好
き
、
オ

カ
ル
ト
大
好
き
人
間
だ
（
笑
）
。

田
舎
の
道
端
の
名
も
な
き
小
祠

に
誰
が
供
え
た
の
か
花
や
水
が
あ

る
の
を
見
る
と
何
故
か
ホ
ッ
と
す

る
。
そ
も
そ
も
神
社
は
天
皇
を
崇

め
る
た
め
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
天
照
大
神
が
頂
点
に
い
た
わ

け
で
は
な
く
、
八
百
万
の
神
々
が

い
た
の
だ
。
明
治
の
神
社
合
祀

（
神
社
の
統
廃
合
と
格
付
け
）
に

反
対
し
た
南
方
熊
楠
が
喝
破
し
た

よ
う
に
、
樹
木
や
磐
座
に
降
り
る

神
々
は
古
事
記
・
日
本
書
紀
に
な

い
神
様
だ
。
ま
つ
ろ
わ
ぬ
地
方
の

神
々
を
記
紀
の
神
名
に
統
廃
合
し

よ
う
と
し
た
の
が
国
家
神
道
で
は

な
い
か
。

天
皇
を
国
民
の
統
合
に
使
お
う

と
い
う
策
動
は
、
集
会
、
デ
モ
、

ス
ト
な
ど
で
体
制
を
揺
さ
振
り
か

ね
な
い
世
論
が
起
こ
っ
た
と
き
、

天
皇
を
持
ち
出
し
、
天
皇
の
前
で
、

争
い
ご
と
は
止
め
よ
う
と
鎮
静
化

さ
せ
る
効
果
を
ね
ら
っ
て
い
る
。

自
民
改
憲
論
に
天
皇
の
元
首
化

が
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
い
か
な
く

て
も
、
い
ま
の
憲
法
１
条
の
象
徴

天
皇
制
で
も
十
分
効
果
が
あ
る
こ

と
は
、
こ
の
間
の
天
皇
退
位
、
改

元
、
新
天
皇
即
位
の
一
連
の
動
き

で
も
証
明
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
以
上
、
違
憲
国
事
行
為
を

拡
大
し
、
持
ち
上
げ
を
さ
せ
て
は

な
ら
な
い
。
過
熱
し
そ
う
な
ら
、

皆
で
冷
水
を
浴
び
せ
ま
し
ょ
う
。

〈
Ｋ
〉

５
月
１
日
号
「
広
報
み
し
ま
」
で
は
、
老
朽
化
す
る
公
共
施
設

の
建
て
替
え
に
30
年
間
で
8
3
0
億
円
も
の
資
金
が
必
要
と
の
試
算

が
公
表
さ
れ
た
。
毎
年
28
億
円
の
資
金
が
30
年
間
に
わ
た
っ
て
必
要

と
な
る
推
定
だ
（
三
島
市
公
共
施
設
保
全
計
画
基
本
方
針
〔
2
0
1

5
年
3
月
策
定
〕
）
。
今
後
、
生
産
年
齢
人
口
減
少
に
よ
る
税
収
の

減
少
に
加
え
、
高
齢
者
増
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
、
こ
の
ま
ま

で
三
島
市
の
財
政
は
本
当
に
大
丈
夫
か
と
不
安
が
募
っ
て
く
る
。

費
2
2
0
億
円
の
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
を
中
心
と
し
た
三
島
駅
再
開
発

事
業
を
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
。
し
か
も
、
ほ
と
ん
ど
公
共
性

の
無
い
建
物
で
、
老
朽
化
対
策
そ
っ

ち
の
け
で
民
間
主
体
の
事
業
に
多

額
の
税
金
を
投
入
す
る
意
味
が
ど

こ
に
あ
る
の
か
。
「
言
っ
て
い
る

こ
と
と
、
や
っ
て
い
る
こ
と
が
違

う
の
で
は
な
い
か
？
」
。

30
年
後
、
当
然
市
長
は
こ
の
世

に
は
い
な
い
。
「
後
は
野
と
な
れ

山
と
な
れ
」
の
無
責
任
な
対
応
で

は
、
子
や
孫
の
代
に
大
き
な
負
担

が
回
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
こ
は
身

の
丈
に
合
っ
た
開
発
事
業
に
考
え

直
す
べ
き
で
あ
る
。

昨
今
、
地
方
議
会
の
劣
化
が
言

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
を
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
市
議
会
の
役
目

が
望
ま
れ
る
。
し
か
し
、
先
の
市

議
選
で
は
市
長
を
持
ち
上
げ
る
市

議
が
更
に
増
え
た
と
の
見
方
も
あ

る
。
三
島
市
は
大
丈
夫
な
の
か
。

〈
Ｈ
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衆
議
院
憲
法
審
査
会
は
5
月

9
日
に
行
わ
れ
た
。
招
致
さ
れ

た
日
本
民
法
放
送
連
盟
は
「
国

民
投
票
を
行
う
際
、
賛
成
反
対

の
C
M
に
つ
い
て
自
主
規
制
を

し
な
い
」
と
発
言
し
た
た
め
、

立
憲
民
主
党
枝
野
代
表
か
ら
は

国
民
投
票
法
は
欠
陥
法
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
、
そ
の
日
の
審
査

内
容
は
C
M
規
制
に
終
始
し
た
。

憲
法
審
査
会
は
2
0
0
7
年
の

国
民
投
票
法
の
成
立
に
よ
り
、

新
た
に
衆
参
両
院
に

設
置
さ
れ
た
機
関
で
、

初
め
て
「
憲
法
改
正

原
案
、
憲
法
改
正
の

発
議
」
を
審
議
で
き

る
と
規
定
さ
れ
、
憲

法
改
正
を
具
体
的
に

進
め
て
い
く
場
と
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
審
査
会
へ
の
取

組
み
が
す
べ
て
改
憲

を
進
め
る
行
為
と
な

る
た
め
、
1
回
の
審

査
会
ご
と
に
国
民
は

注
意
を
払
わ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
C
M

特
需
と
言
わ
れ
て
い

る
国
民
投
票
C
M
を

民
法
放
送
連
が
逃
す

は
ず
は
な
く
、
電
通

な
ど
の
大
手
広
告
代
理
店
で
は

高
額
な
C
M
枠
を
す
で
に
賛
成

派
の
た
め
に
用
意
し
て
い
る
と

の
声
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
日
本
国
憲
法
第

九
十
九
条
に
は
、[

天
皇
又
は
摂

政
及
び
国
務
大
臣
、
国
会
議
員
、

裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員
は
、

こ
の
憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す
る

義
務
を
負
ふ
。]

と
あ
り
、
内
閣

総
理
大
臣
も
国
務
大
臣
に
規
定

さ
れ
る
た
め
安
倍
首
相
が
改
憲

を
行
お
う
と
す
る
こ
と
は
九
十

九
条
違
反
に
な
る
。
改
憲
の
発

議
が
で
き
る
の
は
国
会
の
み
な

の
だ
が
、
現
在
の
国
会
の
議
席
、

審
査
会
委
員
の
顔
ぶ
れ
を
み
る

に
憲
法
審
査
会
は
、
改
憲
発
議
、

延
い
て
は
国
民
投
票
実
現
へ
の

踏
み
台
と
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ

な
い
。

 

審
査
会
の
衆
議
院
の
構
成
は

自
民
28
名
、
立
憲
民
主
党
8
名
、

国
民
民
主
党
5
名
、
公
明
党
3

名
、
共
産
党
1
名
、
社
民
党
1

名
、
社
会
保
障
を
立
て
直
す
国

民
会
議
1
名
、
希
望
の
党
1
名

と
な
っ
て
お
り
、
自
民
党
委
員

の
中
に
は
「
教
育
体
験
の
よ
う

な
形
で
、
若
者
全
員
に
一
度
は

自
衛
隊
に
触
れ
て
も
ら
う
制
度

は
ど
う
か
」
と
発
言
し
た
稲
田

議
員
や
「
国
民
に
人
権
が
あ
る

こ
と
が
お
か
し
い
」
と
発
言
し

た
西
田
議
員
も
含
ま
れ
て
お
り
、

議
論
が
正
常
に
行
わ
れ
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。野

党
は
ど
ん
な
に
自
民
党
の

挑
発
が
あ
っ
て
も
、
審
査
会
に

お
い
て
改
憲
の
た
め
の
審
議
を

し
て
は
い
け
な
い
と
国
民
が
知

り
、
野
党
の
後
押
し
を
す
る
必

要
が
あ
る
。
審
議
拒
否
し
か
手

は
な
い
の
だ
。

 

現
在
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

自
民
党
改
憲
4
項
目 

①
自
衛
隊
の
明
記

②
緊
急
事
態
条
項

③
合
区
解
消

④
教
育
無
償
化
の
明
記

〈
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野党が憲法審査会に取り組んではいけない理由

「
改
元
、
即
位
の
バ
カ
騒
ぎ
！
」

書
き
留
め
て

あ
さ
の

か
ず
こ

日
が
過
ぎ
て
死
者
た
ち
の
声
遠
く
な
る

束
ね
な
い
で
そ
の
ひ
と
り
ひ
と
り
を

日
常
が
い
つ
か
見
慣
れ
ぬ
景
と
な
る

日
の
丸
ふ
る
人
列
つ
く
る
人

あなたの自然治癒力をたかめるお手伝いをします。

おためし料金は1クール（４回）で、初診だけ、残り3回は

無料。お試し1クール（４回）料金は4000円です。

老朽化した三島市役所庁舎


